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    俺と黒い犬と鮨
    「うおー、俺は寿司が食いたいぞ」
　俺は黒い犬に向かって叫んだ。
「わん」
　黒い犬はとぼけている。
　本当は日本語がわかる黒い犬なのはわかっている。
「わんわん、わん」
　しかも日本語も喋れる。
　おや、もしかしたら英語もわかるかもしれない。
「アイライクスシー」
「わんわん」
　黒い犬はまだとぼけている。
「じゃあ、わんちゃんいスシーを一つあげよう、なにがいい？」
「イカだ、わん」
　ようやっととぼけるのが終わった。
「ドゥユライクイカー？」
「わんわん、よくわからんわん」
「わからんわん？」
「わんわんわん」
　ちょっとダジャレに似てるなと思った。
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